2011年12月3日　インド大使館　バガヴァッド・ギータ
・読み：第4章1～10節
・勉強：第5章8～9節、第18章41～46、18章61、7章13～14、9章27
11月の講話では、トリグナを超越するための３つの道のひとつであるギャーナの道についてお話しました。今日は残り2つの道、ひとつはカルマの道、もうひとつはバクティとカルマを合わせた道についてお話します。
みなさんご存知と思いますが、インドには４つのカーストがあります。バラモン、クシャットリヤ、ヴァイッシャ、そしてスードラです。先程翻訳で出ましたバラモン、クシャットリヤ、ヴァイッシャ、スードラの仕事は何でしょうか。講話の後の質疑応答で時々「どうしてインドにはカースト制度があるのでしょうか。あまり良くないのではないでしょうか」という質問が出ます。インドだけではなくいろいろな国にカースト制度とほぼ似かよった制度があります。今は徐々に無くなってきましたが日本にもありましたし、歴史的にはそんなに昔の事ではありません。最初のカーストはお坊さんで、インドのバラモンと一緒です。お坊さんの役割は宗教関連の仕事で聖典の勉強、霊的な助言、礼拝、護摩を焚く、など皆バラモンと同じです。次はクシャットリヤですが、インドでは戦士、日本では殿様や侍です。ヴァイッシャはビジネスマンで、日本で言うと昔の財閥を指しますし、農業に携わる人も同じです。スードラは日本で一番低いカーストで、肉体的な仕事で皆さんのお世話をしています。日本でもかつては部落民が存在しました。
インドにはその４つのカーストがありましたが、皆悟る事ができます。もちろん道は別々ではありますが、すべてのカーストで悟りが可能です。カースト制度は最初とても科学的で論理的でした。人それぞれ考え、態度、性格が違いますから仕事が違います。ある人は勉強が好きなのでお坊さんになり、戦いが好きで強い人はクッシャットリヤになります。ある人はビジネスが好きでしょうし、ある人はお世話が好きというように、皆それぞれ性格や好みが違いますから、以前は自由主義で仕事を選択できました。しかし後々のカースト制度ではだんだん厳しくなり、生まれで仕事が拘束されるようになり、自由主義が無くなりました。以前は同じ家族の中である人はヴァイッシャ、ある人はクシャットリヤなど別々の職業に就くことが可能でしたが、後にはそれは不可能になりました。
バラモン、クシャットリヤだけが悟りができて、ヴァイッシャ、スードラが悟れないとは聖典の中に書いてありません。どのカーストでも悟ることができるのです。そこまでバガヴァッド・ギータは自由主義なのです。なぜなら人の性格は神様の影響でその人にもたらされたものであり、その性格によってある人は勉強が好き、ある人は戦い、行政が好き、ビジネスが好き、お世話が好きという違いが生じるのであって、好きなものに仕事を決めて一生懸命カルマ・ヨガの考えで実践するなら、誰でも悟る事ができます。
みなさん、スワミ・ヴィヴェーカナンダの「カルマ・ヨガ」の中に、ある主婦の物語があったのを覚えていますか。その主婦は自分の仕事をして悟りました。また肉屋の物語もあったと思います。その肉屋の仕事はスードラですが、彼は自分の仕事をカルマ・ヨガとして行った結果悟り、お坊さんに教えていました。普通は信じられないですよね。
そしてバガヴァッド・ギータでも同じことを言っています。自分の仕事を神様のお世話のために行うなら、全ての人は悟る事ができます。仕事に高い、低いはありません。何の仕事かは関係なく、何の目的で仕事をやるかが大事なのです。目的が利己的で自分と自分の家族の為だけなら、それはカルマ・ヨガではなくただのカルマです。もちろん自分と自分の家族をサポートしなければなりませんが、私の家族の中に神様は居る、私のカルマで私の国をサポートする、私の仕事することが神様の礼拝になる、というように神様を喜ばせる目的で仕事をするなら、カルマはカルマ・ヨガになります。そのカルマを自分と自分の家族のためだけに行うと、神様のためではなく非利己的ではないので、カルマ・ヨガではなくなります。普通のカルマですと束縛されます。同じ仕事をしても、カルマ・ヨガですと結果が全く違います。瞑想だけが実践ではありませんので、お坊さんでなくても、皆さんの仕事で解脱ができます。自分の仕事を神様を喜ばせるという目的で行うということですので、朝から夜までたくさんの時間で実践することができます。それがカルマ・ヨガです。
ここからは、カルマ・ヨガとバクティ・ヨガを合わせた方法の説明に入ります。カルマの方法でトリグナを超越（悟り）するのは、仕事は神様を喜ばせるためにやるという考えに基づいています。全てのヨガの中にカルマの要素が入っています。逆にカルマ・ヨガではカルマが強調されてはいますが、その中にギャーナやバクティが入っています。同じようにギャーナ・ヨガもギャーナが強調されてはいますが、その中にバクティも入っています。例えばギャーナ・ヨガの中ではグルがとても大切ですが、グルに対する親愛はバクティ・ヨガと同じことです。同じくバクティ・ヨガの中にギャーナも入っていますし、カルマも入っています。
カルマは100％カルマではないですし、ギャーナは100％ギャーナではない、バクティは100％バクティではないということなので、皆さん誤解しないでください。
カルマ・ヨガには、ニリッシュワラ・カルマ（Nirishwara Karma）とセッシュワラ・カルマ（Seshwara Karma）の2種類があります。ニリッシュワラ・カルマとは、イシュワラ（Ishwara）が無い、すなわち神様のことを言わないということです。このカルマ・ヨガの方法は、イシュワラの事を考えませんが、全ての仕事を非利己的で、自分のことを何も考えずに行います。神様の事を言わなくてもとても非利己ですから、私という考えが無くなります。悟りの一番の障害である私、私の考え、自我、がすっかり無くなります。いつも非利己的で他の人のお世話をし、自分のこと、自分の幸せ、自分の楽しみを何も考えません。このタイプのカルマ・ヨガでも悟ることはできますが、とても難しいです。
そうするとセッシュワラ・カルマが実践のためにもう少し楽かと思います。イシュワラが有り、イシュワラを喜ばせるために実践する方法です。最初はいきなり非利己的になれないので、神様をイメージすることで実践します。スワミ・ヴィヴェーカナンダの「カルマ・ヨガ」の中でもこの事が出てきます。
バガヴァッド・ギータの中にはいつもセッシュワラ・カルマが出てきます。神様と至高者クリシュナは同じであり、聖クリシュナと絶対の真理ブラフマンは一緒です。聖クリシュナはヨガの状態、サマディーの状態に入って、アルジュナにいろいろ教えました。サマディーの状態とはクリシュナと神様、ブラフマンが一体になっているということです。バガヴァッド・ギータの中で時折クリシュナが、「私喜ばせるために」と語ることがありますがこの場合の「私」は「人・クリシュナ」ではなく神様のことです。そう考えなければバガヴァッド・ギータの中のクリシュナはうぬぼれに満ち溢れた存在だということになってしまいます。「人・クリシュナ」を喜ばせるためではなく、神様を喜ばせなさいということです。
これからバクティ・ヨガとカルマ・ヨガを合わせてトリグナを超越する方法を話します。
第18章の61項を見ますとマーヤ（神秘力）について出てきますが、マーヤとトリグナは同じです。マーヤ、プラクリティ、トリグナは一緒です。プラクリティの中にトリグナがあります。プラクリティは５つの要素でできていますが、その５つの要素のすべてにそれぞれ３つのグナがあります。神はこの５つの要素で宇宙を創りました。このプラクリティ（根本自然、根本エネルギー）とマーヤは同じです。そしてマーヤが我々にどのように影響するかについても出てきます。神様は我々のハートの中に住んでいます。ハートは日本語に無いので理解が難しいですが、普通のイメージでは人はハートで感じたり考えたりします。しかしここでのハートとは霊的なハートのことで、想像されたものです。我々の胸の真ん中に想像されたハート、肉体的なものではない霊的なハートがあります。霊的な実践のためにそのイメージがとても大事です。そのハートには神様が住んでいて、我々を操縦します。例えば、車の運転手はハンドルで運転します。運転手、ハンドル、車、という要素があります。運転手はハンドルを操作して車を運転します。
皆さん文楽を見たことがありますか。文楽には操り人形があり、人形使いがいて、人形使いは紐を使って操り人形を操作します。運転手がハンドルで車を運転するのと同じことです。イシュワラは人形使い、人間は操り人形、紐はマーヤ、ということになります。そのマーヤの中にトリグナ（サットワ、ラジャス、タマス）があります。私たちは自分で歌ったり踊ったりしますが、操り人形は人形使いに動かしてもらえないと全く何もできません。人間も同じです。自分の力で何でもできると考えますが、深く考えると私たちにほとんど自由はありません。鳥のように飛びたい、今すぐアメリカに行きたい、レストランの全てのメニューを食べたい、人を愛し愛されたい、沢山お金が欲しい、名声が欲しい、などと考えますができません。私たちの全ての行動や能力には限度があります。ただし全く自由が無いというわけではなく、少しはあります。例えば牝牛の首を縄で繋いだ場合は、牝牛の自由は縄の長さまでで、それはもちろん人が管理しています。牝牛はその縄の長さよりもっと遠い所に行きたいけれども、縄を外すことができません。神様が見えない力でコントロールしていますが、人間はそのことが分からないので欲望、執着、束縛に縛られています。バガヴァッド・ギータの中にたくさんそのことが出てきます。
13章13、14節を見てください。

「マーヤの海を渡る事はとても難しくほとんど無理のように思えるが、決して無理ではない。もし私に帰依するならマーヤの海を渡る事ができる」とあります。
マーヤはトリグナで作られています。ダイヴィーは「Super Natural = 神秘的、不思議」という意味です。本当の自分はアートマンなのにマーヤの影響で私たちはそのことを理解できないで自分は体だと思っています。バガヴァッド・ギータ、ウパニシャットなどを何度勉強しても、求道者も学者も本当の理解ができない。これはマーヤのひとつの例で、マーヤが「神秘的、不思議」であるというのはこういうことです。「私は体では無い」とずっと勉強しているにもかかわらず、死の恐怖は無くならないのです、なぜなら私は体では無い、私はアートマンだと理解していないからです。また全ての人間関係はいつも一時的だとういことを知っていても、理解はしていないということです。お父さん、お母さん、息子、娘、友人は今生のみの関係だということをいくら勉強しても理解していない、これもマーヤの影響です。全ての人間関係は一時的だが神との関係は永遠であるということもマーヤの影響で理解できないのです。
もうひとつの例としては、世俗的な楽しみによって本当の幸せ、安定した幸せは手に入らずむしろ反動が出てくることを知っているのに、繰り返し何回も世俗的な楽しみを欲しがる、これがマーヤの影響です。どんなに経験しても理解できない。とても不思議です。深いマーヤの海を渡るのはとても難しいということです。
このマーヤと神様が別の存在であるかどうかについては、サーンキヤ哲学とヴェーダンタ哲学では考え方が違います。サーンキヤ哲学ではプルシャとプラクリティを別なものと考えますが、ヴェーダーンタはそうではありません。クリシュナは「私のマーヤ」と言っています。
例えば蛇と蛇の毒は別なものではなく、蛇の中に毒があります。プラクリティはプルシャ＝神様の中にあります、それは同じ現象の別々の姿です。そして神様の言う「ママ・マーヤ（私のマーヤ）」には３つのグナがあります。それはダイヴィー（とても不思議）で、乗り越えたり解決するのがとても難しい問題です。しかし、どうか落胆しないでください。そのマーヤの海を渡るための舟があり、私を避難所とするなら私の恩寵でそのマーヤの海を渡る事ができます。ここでいう私とは神様であるブラフマンの事です。クリシュナは人間ではなく神様です。神様を避難所とするということの意味を考えると、それは口だけの約束ではなく本当の約束です。例えば愛していると言葉で言う事は簡単ですが、本当の愛はとても難しいです。口だけで愛してると言って、後で離婚することはよくあります。深い愛は多くの犠牲をともないますし、二人の関係を超越した状態になります。
神様のおっしゃる避難所とはどういう意味なのでしょうか。その深い意味については、9章の27節をご覧ください。全ての仕事とその結果を神様に捧げることです。人は成功した時は喜び、それを自分の力で得たものだと思いがちです。しかしもし神様に結果を捧げるならその喜びはなく、「神様、あなたの恩寵で成功できました」と考えるようになります。そう本心から考えずに、ただ口先で「神様、あなたは私の避難所です」というだけで実践しないならそれは矛盾です。失敗したときはそれを神様の責任にし、成功したときは自分の才能だと思いがちです。さらに水やお茶、コーヒー、お酒を飲む時、食事の時、いつも神様にその結果をお供えします。シュリラーマクリシュナの直弟子のギリシュ・チャンドラゴーシュはとても有名な劇作家でした。彼はお酒が大好きでたくさん飲んでいて、いろいろ問題がありました。もう一人の信者スレンドラも同じ問題を抱えていました。飲酒が良くないと分かっていても止められませんでした。シュリラーマクリシュナの助言は、「酒は必ず神様にお供えしてから、神様のお下がりとして飲んでください。そして飲む時には足許がふらつかないように気を付けてください」でしたが、弟子たちはその助言に従い徐々に治っていきました。世俗的な楽しみの時も、神様のことを考えればだんだん清らかになります。いつも神様にお供えしてその結果も神様に捧げるなら、絶えず神様とつながっている状態になります。もうひとつこの27節で言う「食べる」とは実際の食べ物飲み物以外に、外から感覚を通して中に入ってくる波動のことも意味しています。それは例えば目、耳などからも食事と同じように入ってくるので、気をつけなければなりません。それも食事と同じように神様にお供えしなければなりません。儀式の結果も同じです。寄付、お世話、瞑想、断食、ジャパの結果も同じように神様に捧げ、自分の為ではなく神様のためという考えでいると、だんだん私という考えが無くなり、神様が中心となっていきます。
今まで中心であった私を神様に置き換えて考えるのです。それが「神様は私の避難所」の意味です。朝から夜までずっと神様と自分がつながった状態になり、「私」という考えがなくなり神様に置き換わる、それが結果です。朝起きて紅茶を飲み、瞑想をして結果は神様に捧げます。その結果サットワ的になり心が静かになったとしても、それも人を束縛する鎖です。その結果さえも神様に捧げれば、サットワの鎖も解けるのです。そうしないとまた執着の問題、束縛の問題が出てきます。そこまで実践が必要です。
さらには日常生活で何回も神様の事を思い出すことです。朝御飯、仕事に行く時、帰り、食事、ヨガ、勉強、音楽、テレビを見る、お風呂、何をする時でも結果を神様に捧げることです。これを実践するのはそう簡単な事ではないですが、ゆっくりと継続して実践すると結果が出ます。食事の時以外もお茶飲む時も、心でお供えします。終わったらまた神様に結果を捧げます。朝30分、1時間の瞑想をするだけではあまり結果がでないですし、それだけでは神様は避難所になりません。一日中神様とつながっている状態になれば、結果も出ますし心がきれいになります。大きな障害を取り除けます。それがバクティの道で、トリグナやマーヤを乗り越えられます。
私は体ではない、私はアートマンだと言ってもあまり印象に残らないですが、スワミ・ヴィベーカナンダの「ギャーナー・ヨーガ」の中にひとつの面白い物語があります。ビシュヌ神の直弟子ナーラダは「師よ、マーヤとは何でしょうか」とビシュヌ神に尋ねました。
ヴィシュヌ神はすぐには答えませんでしたが、後に二人で散歩に出ることがありました。とても暑かったので、ビシュヌ神は「ナーラダ、喉が渇いたので水を持ってきてください」と言い、ナーラダは水を入手するために村に入りました。「すみません、お水はありませんか」とある家に入ると若くて美しい女性がおり、ナーラダは一目で恋をしてしまい、ビシュヌ神のお水の事はすっかり忘れてしまいました。その女性と結婚し、ずっと後に子供も生まれました。ある時洪水が起きて水がすごく増えて家の中まで浸水してきたので、ナーラダは家族を守るために奥さんの手をつなぎ、一人の子供は肩車し、別の子供は手をつないでいました。流れが激しく妻と子供は水に流されてしまい、すべての財産も失いました。ナーラダは悲しくて泣いていました。そこで声が聞こえてきました。「ナーラダ、水はどうしましたか。いつ水を持ってきてくれるのですか」というビシュヌ神の声でした。その途端水は全て消え、道だけが残っていました。30年の月日が経っていましたが、ビシュヌ神は「30分も水を待っているのにいつ持ってきてくれるのですか」と言います。ナーラダは30分で30年分の経験をしたのです。ナーラダはマーヤが何であるかを理解しました。このマーヤは神様の恩寵によって乗り越えることができるのです。
28節を見てください。
我々にもたらされる結果には良いものと良くないものの両方があります。自分で意識的に悪い事をして、その結果を神様にお供えするのはよくありません。例えば泥棒をした結果を神様にお供えして守って貰おうとしても、神様はそんなに愚か者ではありません。もちろん応えてはくれません。良い、悪い、全ての結果を神様にお供えすれば、カルマの束縛、鎖から解放されます。ラジャスとタマス的な悪い仕事では、悪い結果が生じます。私たちは本当はできるだけ道徳的な良い仕事をしたいと思っていますしそれが目的ですが、時々サムスカーラの影響で無意識に悪い事をしてしまいます。それでも神様にお供えして、「神様私の悪い行いを正してください」と祈ることもできます。両方お願いして、束縛から解放され、神様を悟ります。良い結果は自分で楽しみ、悪い結果は神様に捧げる、それではダメです。ラーマクリシュナの福音の中に、「バラモンとバラモンの庭」という話があります。珍しい果物や花や植物でいっぱいの特別な庭があります。ある牝牛がその庭に入ってそこの植物を食べてしまいました。庭の所有者のバラモンはすごく怒って石を投げつけて、その結果牝牛は死にました。ヒンズー教徒にとって牛は神様でありそれをを殺した事はとても大きな罪ですから、バラモンはとても心配になりました。突然あるアイディアが浮かびました。ヒンズー教の聖典によると人間の体の各部分の神様がいます。例えばインドラは神々の王で、人間の手の神様です。牝牛を殺した結果、罪がバラモンの体の中に入ってきました。バラモンが「あなたどなたですか？」と尋ねると、「私は罪です。あなたが牝牛を殺したからです」との答えでした。バラモンは言いました。「私は手を使って石を投げましたから、手の神様のインドラが牝牛を殺したということになります。これはインドラに聞いてください」。そこで罪はインドラのいる天国に行ってインドラに、「私は貴方に入りたい。あなたが牝牛を殺したからです」と言いました。
インドラは訪問者の姿になってバラモンの庭に来て、「ああ素晴らしい庭ですね。特別なお花や植物もいっぱいありますが、一体どなたの庭ですか」と褒めました。そこに持ち主のバラモンが現れて「これは私の庭です」と答えました。インドラは「この素晴らしい植物や果物はどこから貰いましたか？」と聞きました。
バラモンは、「たくさんお金をかけて珍しいものを集めました」と得意気でした。バラモンがインドラを連れて庭を案内していると、牝牛を殺した場所に着きました。それを見てインドラは「牝牛が無くなったのですね、どなたが殺したのですか？」と尋ねました。バラモンは何も答えませんでした。するとインドラは本当の姿を現わして「あなたは偽善者です。庭を作った事は私がやったと得意気でしたが、牝牛を殺したのは私のせいにしました。これはあなたの罪です。」と言いました。成功した時は自分の手柄、失敗した時は神様のせいにする、そういう事では神様は避難所という考えの実践はできません。全ての結果を神様に捧げるとカルマの束縛から解放されて解脱ができ、マーヤ、トリグナの問題が解決します。
